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　先月下旬からの複数の台風が過ぎ、急に秋が深

まり始めた。気のせいか昨年頃から長い夏が終わ

るとすぐに冬がやってくる、秋が短くなってきた

ように感じる。

はじめに



　今年から始まった選手強化委員会にとっては、全日本居合道大

会が終わり、ホッとする間もなく六・七段の審査会が待ってい

る。

　全日本では思ったほどには成果が上げられなかったかも知れな

いが、来年に向けての課題点はしっかりと見つかった。

　試合ではその時の運などで勝ち負けがつくことがあっても、居

合そのものには勝ち負けはない。稽古の量だけ確実に進歩する。

はじめに
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　人生には、失敗したことも成功したことも、同じように大切な

ことがある。

　人生の秋を感じるようになって、初めてそれが分かることもあ

ろうし、懐かしく思えるときもある。

　稽古の量と進歩の度合いは、決して正比例ではない。しかし一

つだけはっきり言えることがある。

　たとえ目には見えなくとも、今の努力は必ず、己の血となり肉

となっているのだ。
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10月12日（土）　　第48回全日本居合道大会　　　　　別府市

　　　　　　　　　　　　　　戦績　

　　　　　　　　　　　　　　　　五段の部　　　井手選手　　　 ３回戦進出（　９位）

　　　　　　　　　　　　　　　　六段の部　　　末次選手　　　 ２回戦進出（１６位）

　　　　　　　　　　　　　　　　七段の部　　　馬場選手　　　 ベスト８進出（５位）

　　　　　　　　　　　　　　　　団体総合　     ８位

主な出来事
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第４８回全日本居合道大会　観戦記

　平成２５年１０月１２日（土）、素晴らしい秋空のもと、大分
県・別府市総合体育館（べっぷアリーナ）において、標記大会が実
施された。

　我が福岡県代表は、小田信秋監督をはじめ、馬場清治選手（七段
の部）・末次　輝選手（六段の部）・井手烈太郎選手（五段の部）
の3名が出場した。

　審判長による指定技は3本目（受け流し）・６本目（諸手突き）・
１０本目（四方斬り）の発表があり、試合が開始された。

　五段の部、井手選手は初戦から落ち着いた雰囲気で勝ち上がり、3
回戦で愛媛県の兼松選手と息詰まるような演武の末、１−２で惜敗し
た。

　六段の部、初陣の末次選手は始めから開き直りの演武で見事初戦
を突破したが、２回戦広島県の桑原選手と対戦し１−２で惜敗した。

　七段の部、馬場選手は初戦からものすごい勢いで勝ち上がり、
準々決勝で東京都の粂田選手に３−０で敗れた。

大会の結果は、団体の部で福岡県は第八位となった。（団体優勝は
大分県、二位は神奈川県、三位は福島県）

　大会終了後、小田監督は「歯がゆい、悔しい」という表情の中、
次回以降へ向けて闘志を秘めた眼光が印象的であった。

観戦記 
記：野田尚徳
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大会スナップ色々

写真をご提供いただきました皆様ありがとうございました。



１１、１２月の予定
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１１、１２月の予定

１１月　９日（祝）	 	 居合道教士号筆記試験		 	 福岡市

１１月１６日（土）　		 居合道６．７段審査会		 	 東京都

１１月２４日（日）　		 居合道稽古会。級審査会	 	 福岡武道館　
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その他
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　全日本居合道大会では選手、監督はじめ運営視察の皆様方本当にご苦労様でした。
　近いうちに準備委員会を開催の予定です。
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